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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜外来情報＞

次週新患予定情報
4/25　新患　高梯（たかはし）裕美子様　（窪田Dr）
　　　H28年1月頃より､些細なことに対しても不安が生じるようになり､戸締りの確認を何度

も行う､手洗いを1時間に複数回行う等の行動が増加。頻回な確認行為･手洗い行為によ

り時間がなくなり､食事の準備も出来ないことがあった。上記により精神科受診を検討

し当院へ受診相談がある。
4/26　新患　荒木　繁三様（深澤Dr）センター新患
　　　詳細確認中。

　　　

4/28　新患　山本　節様（深澤Dr）センター新患
　　　H24年に転倒し、左大腿骨を骨折し、八戸市立市民病院へ入院。その後ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを目的としてﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰﾄ八戸西病院へ転院。車椅子を使用することとなり、その後在宅へ戻り、生協小規模多機能ホームみなみるいけの家を利用して生活していた。食事は自立しており、排泄は誘導し移乗の介助は必要であるが、後始末等は自分で行うことができていた。小規模多機能ホームは週3日は泊まりを利用し、他は通所を利用していた。かかりつけ医は八戸生協診療所で、定期的に通院をしていた。H28年に入り、元々難聴だったが更に疎通が取れなくなり、大きい声を出して話しかけても聞こえていないことが多くなり、本人が怒るようになった。また、本人が「（生まれた）家に帰りたい」と繰り返し訴え、90年以上前の話を何度も繰り返すようになった。都度三男が対応していたが、徐々に怒る頻度が増え、ケアマネージャーとも相談し、H28.4.8八戸生協診療所を受診。竹本Drに相談したところ、一度認知症の専門医を受診してみることを勧められ、深澤Dr診察希望あり、受診予定となる。

4/28　新患　砂庭　清九郎様（深澤Dr）センター新患
　　　運転免許の更新にあたり、認知症鑑別診断目的にて行政より受診依頼あり、受診　　予定としている。

4/29　西野　淳子様　新患（馬渡Dr）
　　　詳細確認中
